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“全てを可視化した”三方良し“全てを可視化した”三方良し
建設建設ICTICTののモノづくりのあるべき姿モノづくりのあるべき姿

一二三北路 株式会社

三方良しカンファレンス2016四国 2016年6月10日

～地域と共に、未来を築く～

自己紹介と現場スタッフ紹介・・・

名前 坂下 淳一 １９７６年（昭和５１年）８月２４日生 ３９歳
Ｏ型 おとめ座

趣味 モータースポーツ
会社の仲間と呑む事

さかした じゅんいち

ちくの たつや

筑野 達也（28歳）
かじや まさみ

梶谷 将美（64歳）
すぎばやし あきひこ

杉林 昌彦（38歳）

～地域と共に、未来を築く～

工 事 概 要

工 事 名：施設整備事業の内導水施設 国庫補助事業
豊平川水道水源水質保全 水管橋新設工事（上部工）

発 注 者： 札幌市水道局給水部工事課工事一係
受 注 者： 一二三北路 株式会社
工事場所 : 札幌市南区定山渓温泉東1丁目
工 期 : 自）平成27年2月25日 至）平成28年3月25日

桁高H=2.9m
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現 場 検 証

現道側 山側

現況地盤
から落差
H=18mの
開口部に
なっている H=18.0m

モノレール
輸送ルート 山側の作業

エリアが少
なく人員移
動手段がモ
ノレールの
みであった

H=25.0m

W=11.0mW=15.0m
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現 場 検 証

1
8
0
0
0
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最大吊荷重量
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索道鉄塔

索道

A2側鉄塔建方用機械の運搬

トラックケーブルの引渡し

鉄塔の設置

小型クライミングクレーン
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鉄塔建方用クレーン

鉄塔横繋ぎは、柱建方後クレーンを

降下させながら、横繋ぎと干渉しない

位置に来てから取付のこと。
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20t吊ラフタークレーン能力表

20t吊ラフタークレーン
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提案工法 施工手順一覧
ベント・クレーン架設工法ベント・クレーン架設工法

現道側 山側

200tCC

クレーン構台

吊りタワー

ベント杭

ベント架設と クレーン架設 を

ミックスしさらに吊りタワー を設置する
独自工法を提案独自工法を提案した。
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そこで、安全・品質確保にＩＣＴの有効活用を検討する

このように、この提案架設工法が当現場での大きな
課題である中で、当社の施工実績が少ない事や
発注者さまにおいても施工事例が無い事などから
安全管理の可視化を図ることで現場に関わる
全ての人たちが安心してモノづくり必要性がある。

そこで、ICTを導入する事で今まで見えなかったモノ
を可視化する事を検討した。

つまり・・・
今までとは違った目線で現場を「違った目線で現場を「捉捉える」える」事を考え
た。
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架設工において、３Ｄ画像『スケッチアップ』を活用し現場
検証（施工方法検討）を行うと共に安全教育を実施した。

この事で・・・
施工関係者全ての意識共有を実現する事が出来た。

～地域と共に、未来を築く～

スケッチアップの活用

架設工法施工手順の検証

スケッチアップで現場を可視化した動画をご覧下さい

VR（ヴァーチャルリアリティ）の活用

そこで・・・

３Ｄメガネを採用した
『現場没入型』のVR
（ｳﾞｧｰﾁｬﾙﾘｱﾘﾃｨ）で
活用で更なる可視化を
図った。

～地域と共に、未来を築く～

３Ｄメガネ型ＶＲ（ヴァーチャルリアリィ）で
創り上げた動画をご覧下さい

～地域と共に、未来を築く～

３Ｄﾒｶﾞﾈ型VR（ヴァーチャルリアリティ）の活用

３Dﾒｶﾞﾈ型VR（ﾊﾞｰﾁｬﾙﾘｱﾘﾃｨ）を活用した架設前検討会を
開催し各経験年齢層の方々全ての工事関係者が議論し
様々な意見交換を行った。

作業従事者がVRVRを体感を体感している動画をご覧下さい
～地域と共に、未来を築く～

橋梁架設作業状況

架設工 施工状況
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VRを活用した水管橋色彩検討

現場環境に合わせた水管橋色彩の検討
施工ステップによる安全教育及び現場見学資料での活用水管橋の色彩検討資料での活用

定山渓連合町内会の皆様を招いた定山渓連合町内会の皆様を招いた
現場見学会開催現場見学会開催
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現場見学会の開催

①平成27年7月8日 水道局部長・課長視察

②平成27年7月22日 水道局管理者視察

③平成27年9月24日 水道局工事課見学会

④平成27年10月27日 札幌市厚別区土木センター見学会

⑤平成27年10月29日 定山渓まちづくり連合町内会見学会

⑥平成27年11月7日 札幌市生涯学習センターちえりあ見学会

⑦平成27年11月9日 定山渓中学校見学会

⑧平成27年11月11日 札幌市建設局街路工事課見学会

⑨平成27年11月14日 北海道大学デザイン工学科見学会

⑩平成27年12月3日 一般請負業者向け見学会

⑪平成28年1月21日 水道局計画課見学会

⑫平成28年1月29日 北海道学園大学見学会

⑬平成28年2月22日 水道局白川浄水場職員見学会
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情報誌への反響効果
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スケッチアップ及び３Dﾒｶﾞﾈ型VR（ｳﾞｧｰﾁｬﾙﾘｱﾘﾃｨ）導入効果

定山渓連合町内会会報 掲載(2015.12.8)水道産業新聞 掲載（2015.8.31）

北海道建設新聞 掲載(2015.11.13)

北海道新聞 掲載(2015.11.20)

～地域と共に、未来を築く～

建設ICTの導入成果
①工事全体
特異な作業環境であっても事前に３Ｄモデリングした
ＶＲを体験する事で、全作業状況を現場関係者が共有し
モノづくりする事で、無駄なく安全に施工する事ができた。
②作業従事者
未熟者から熟練工までが危険箇所や出来上がりを共有
する事で意思の疎通が活性化し現場内が活気あふれる
状況であった。
③一般者（地域の方々）
閉鎖的であった建設業でしたが、一般者向けに公開する
事で、一時的に現場へ訪れた方でも全工程を体感する事
で、モノづくりの重要性とその意義の理解に繋がった。

などなど
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建設ICTの導入成果
国土交通省は・・・

「i-Construction（アイ・コンストラクション）」
コマツさんは・・・

「 SMARTCONSTRUCTION（スマートコンストラクション）」

一二三北路 株式会社は・・・

愛と情熱を込めたモノづくりを目指す

愛愛--ConsutructionConsutruction
（アイ（アイ--コンストラクション）コンストラクション）

である！！
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工事の成果

札幌市発注工事で未だかつて
どの業者も超える事の出来ない
評点の壁“89点”を打ち砕き、
9595点の高得点点の高得点を獲得する事が
出来た。

この評価点が今後の業者への
活力となり・・・
『『超えれない壁は無い！超えれない壁は無い！』』事を
実感して欲しいと願っています。
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発注者さまからのお礼状

可視化される事で
高い信頼関係が
生まれる

住民よし

安全を可視化し
高効率に
施工をする

企業よし

可視化される事で
安心して高い品質を
見届ける事ができる

行政よし

～地域と共に、未来を築く～

ご静聴ありがとうございます。

当社ホームページ→ http://www.hifukita.co.jp/
当社フェイスブック→

愛・Consutruction（コンストラクション）


